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2020年７～９月期ＧＤＰ予測
～前期比年率＋20.5％ながら、コロナ前を５％下回る水準～
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本資料は、情報提供を目的に作成されたものであり、何らかの取引を誘引することを目的としたものではありません。本資料は、作成日時点で弊社が一般に信頼出来ると思われる資料に基
づいて作成されたものですが、情報の正確性・完全性を保証するものではありません。また、情報の内容は、経済情勢等の変化により変更されることがありますので、ご了承ください。

（１）2020年７～９月期の実質ＧＤＰは前期比年率＋20.5％（前期比＋4.8％）と、現行基準で過去最
大のプラス成長となった見込み（図表１）。もっとも、新型コロナ前と比べると、ボトムと
なった2020年４～６月期までの落ち込みの半分程度を取り戻すにとどまり、経済活動は依然と
して極めて低い水準。

①個人消費（前期比年率＋22.6％、前期比＋5.2％）
現行基準で過去最大の増加。緊急事態宣言の解除を受け、宿泊施設や飲食店、テーマ

パーク、フィットネスクラブ、各種商業施設などで営業を再開し人出が回復。１人当たり
10万円の特別定額給付金も押し上げに寄与。もっとも、自粛ムードの残存や、混雑回避の
ための入場制限などにより、サービス消費を中心に新型コロナ前を大幅に下回る水準。

②設備投資（前期比年率▲11.5％、前期比▲3.0％）
２四半期連続の減少。企業収益の悪化や先行き不透明感を受けて企業の設備投資姿勢が

慎重化。進捗ベースで計上されるため自粛期間中の発注減が遅れて反映されている面も。
③政府消費（前期比年率＋6.2％、前期比＋1.5％）

感染回避のための医療機関への受診抑制が落ち着きつつあるほか、ＧｏＴｏトラベル
キャンペーンなどへの政府支出もあって高めの伸び。

④外需（前期比年率寄与度＋9.0％ポイント、前期比寄与度＋2.3％ポイント）
輸出は、前期比年率＋30.1％の増加。インバウンド需要はほぼゼロが続いたものの、世

界各国での経済活動再開を背景に、財輸出が回復。とりわけ、金利低下や各国政府の需要
喚起策を受けて、自動車輸出が急ピッチで回復。一方、輸入は、同▲30.3％の減少。４～
６月期に、中国の挽回生産やマスク・消毒液などのコロナ特需で押し上げられた反動減。
この結果、外需は大幅なプラス寄与に。

（２）10～12月期を展望すると、イベント収容人数制限の一段の緩和やＧｏＴｏキャンペーン拡大の
効果などもあって、景気は回復基調を維持する見込み。もっとも、失業率の上昇や冬季賞与の
減少など雇用所得環境の悪化や、欧米を中心とした感染再拡大による海外景気の下振れが重石
となり、回復ペースは７～９月期から大幅に鈍化する見込み（図表２）。
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（注４）外需＝輸出－輸入。

予測

（図表１）実質ＧＤＰ成長率（前期比年率）
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ＧＤＰ統計予測表（2020年10月30日時点の公表系列をもとに作成） （株）日本総合研究所 調査部2020年10月30日
■ 前期比 （％、十億円）

実質ＧＤＰ 名目ＧＤＰ ﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ
内需 外需

民需 官公需
個人消費 住宅投資 設備投資 民間在庫 政府消費 公共投資 公的在庫 輸出 輸入

2019/ 4 ～ 6 0.4 0.7 0.6 0.5 ▲ 0.2 0.8 32.2 1.1 1.0 1.4 56.3 ▲ 1524.6 0.2 1.8 0.5 0.0
7 ～ 9 0.0 0.3 0.1 0.4 1.2 0.2 ▲ 1368.8 0.9 0.8 1.1 ▲ 15.0 ▲ 1279.0 ▲ 0.6 0.7 0.4 0.4

10 ～ 12 ▲ 1.8 ▲ 2.3 ▲ 3.2 ▲ 2.9 ▲ 2.2 ▲ 4.7 112.2 0.4 0.3 0.6 33.7 2709.2 0.4 ▲ 2.4 ▲ 1.5 0.3
2020/ 1 ～ 3 ▲ 0.6 ▲ 0.3 ▲ 0.5 ▲ 0.7 ▲ 4.0 1.7 ▲ 480.4 ▲ 0.0 0.0 ▲ 0.5 56.3 ▲ 1061.3 ▲ 5.4 ▲ 4.2 ▲ 0.5 0.1

4 ～ 6 ▲ 7.9 ▲ 4.9 ▲ 6.5 ▲ 7.9 ▲ 0.5 ▲ 4.7 1731.9 ▲ 0.3 ▲ 0.6 1.1 ▲ 84.2 ▲ 15685.4 ▲ 18.5 ▲ 0.5 ▲ 7.6 0.3
7 ～ 9 4.8 2.1 2.3 5.2 ▲ 6.5 ▲ 3.0 ▲ 2225.8 1.6 1.5 1.9 63.6 12502.9 6.8 ▲ 8.6 5.2 0.4

■ 前期比年率 （％、十億円）

2019/ 4 ～ 6 1.6 2.9 2.3 2.1 ▲ 0.6 3.3 － 4.6 4.2 5.6 － － 0.6 7.3 1.9 0.2
7 ～ 9 0.2 1.2 0.4 1.8 4.9 0.9 － 3.6 3.4 4.4 － － ▲ 2.5 3.0 1.7 1.5

10 ～ 12 ▲ 7.0 ▲ 8.9 ▲ 12.3 ▲ 11.0 ▲ 8.7 ▲ 17.6 － 1.6 1.3 2.5 － － 1.6 ▲ 9.4 ▲ 5.7 1.4
2020/ 1 ～ 3 ▲ 2.3 ▲ 1.4 ▲ 1.8 ▲ 2.8 ▲ 15.0 7.0 － ▲ 0.1 0.1 ▲ 1.8 － － ▲ 19.9 ▲ 15.6 ▲ 1.8 0.5

4 ～ 6 ▲ 28.1 ▲ 18.2 ▲ 23.6 ▲ 28.2 ▲ 2.0 ▲ 17.5 － ▲ 1.2 ▲ 2.3 4.6 － － ▲ 56.0 ▲ 1.9 ▲ 27.2 1.2
7 ～ 9 20.5 8.8 9.6 22.6 ▲ 23.5 ▲ 11.5 － 6.7 6.2 7.8 － － 30.1 ▲ 30.3 22.3 1.8

■ 前年同期比 （％、十億円）

2019/ 4 ～ 6 0.9 1.4 1.2 0.7 3.0 0.5 461.6 1.9 2.1 1.0 ▲ 12.9 ▲ 561.9 ▲ 2.2 0.2 1.3 0.4
7 ～ 9 1.7 2.3 2.1 1.4 4.3 5.5 ▲ 241.6 2.9 2.8 4.0 ▲ 33.2 ▲ 746.3 ▲ 0.6 2.6 2.3 0.6

10 ～ 12 ▲ 0.7 ▲ 1.2 ▲ 2.6 ▲ 1.9 0.3 ▲ 4.6 ▲ 232.4 3.0 2.3 5.5 ▲ 7.2 681.2 ▲ 1.8 ▲ 4.4 0.5 1.2
2020/ 1 ～ 3 ▲ 1.8 ▲ 1.5 ▲ 2.8 ▲ 2.4 ▲ 5.2 ▲ 2.0 ▲ 402.0 2.2 2.1 2.3 39.1 ▲ 295.3 ▲ 5.7 ▲ 4.3 ▲ 0.9 0.9

4 ～ 6 ▲ 9.9 ▲ 6.9 ▲ 9.5 ▲ 10.6 ▲ 5.5 ▲ 7.4 4.6 1.1 0.7 2.8 ▲ 3.0 ▲ 3824.7 ▲ 23.3 ▲ 6.1 ▲ 8.7 1.3
7 ～ 9 ▲ 5.7 ▲ 5.5 ▲ 7.9 ▲ 6.6 ▲ 12.6 ▲ 10.2 ▲ 230.0 1.7 1.3 3.2 14.3 ▲ 212.0 ▲ 17.4 ▲ 15.7 ▲ 4.8 1.0

■ 前期比・寄与度 （％、％ポイント）

2019/ 4 ～ 6 0.4 0.7 0.4 0.3 ▲ 0.0 0.1 0.0 0.3 0.2 0.1 0.0 ▲ 0.3 0.0 ▲ 0.3 － －
7 ～ 9 0.0 0.3 0.1 0.2 0.0 0.0 ▲ 0.3 0.2 0.2 0.1 ▲ 0.0 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.1 － －

10 ～ 12 ▲ 1.8 ▲ 2.3 ▲ 2.4 ▲ 1.6 ▲ 0.1 ▲ 0.8 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.5 0.1 0.4 － －
2020/ 1 ～ 3 ▲ 0.6 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 0.4 ▲ 0.1 0.3 ▲ 0.1 ▲ 0.0 0.0 ▲ 0.0 0.0 ▲ 0.2 ▲ 1.0 0.7 － －

4 ～ 6 ▲ 7.9 ▲ 4.9 ▲ 4.8 ▲ 4.4 ▲ 0.0 ▲ 0.7 0.3 ▲ 0.1 ▲ 0.1 0.1 ▲ 0.0 ▲ 3.0 ▲ 3.1 0.1 － －
7 ～ 9 4.8 2.2 1.7 2.8 ▲ 0.2 ▲ 0.5 ▲ 0.5 0.5 0.3 0.1 0.0 2.3 1.0 1.4 － －

■ 前期比年率・寄与度 （％、％ポイント）

2019/ 4 ～ 6 1.6 2.8 1.7 1.2 ▲ 0.0 0.5 0.0 1.1 0.8 0.3 0.0 ▲ 1.2 0.1 ▲ 1.3 － －
7 ～ 9 0.2 1.2 0.3 1.0 0.1 0.1 ▲ 1.0 0.9 0.7 0.2 ▲ 0.0 ▲ 1.0 ▲ 0.5 ▲ 0.5 － －

10 ～ 12 ▲ 7.0 ▲ 9.2 ▲ 9.7 ▲ 6.3 ▲ 0.3 ▲ 3.0 0.1 0.4 0.3 0.1 0.0 2.1 0.3 1.8 － －
2020/ 1 ～ 3 ▲ 2.3 ▲ 1.4 ▲ 1.4 ▲ 1.6 ▲ 0.5 1.1 ▲ 0.3 ▲ 0.0 0.0 ▲ 0.1 0.0 ▲ 0.9 ▲ 3.8 2.9 － －

4 ～ 6 ▲ 28.1 ▲ 19.5 ▲ 19.2 ▲ 15.6 ▲ 0.1 ▲ 2.7 1.4 ▲ 0.3 ▲ 0.4 0.3 ▲ 0.1 ▲ 10.9 ▲ 11.3 0.4 － －
7 ～ 9 20.5 8.9 7.1 12.3 ▲ 0.7 ▲ 1.9 ▲ 1.8 1.9 1.4 0.5 0.1 9.0 4.2 4.8 － －

■ 前年同期比・寄与度 （％、％ポイント）

2019/ 4 ～ 6 0.9 1.4 0.9 0.4 0.1 0.1 0.3 0.5 0.4 0.0 ▲ 0.0 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 0.0 － －
7 ～ 9 1.7 2.3 1.6 0.8 0.1 0.9 ▲ 0.2 0.7 0.6 0.2 ▲ 0.0 ▲ 0.6 ▲ 0.1 ▲ 0.5 － －

10 ～ 12 ▲ 0.7 ▲ 1.2 ▲ 1.9 ▲ 1.1 0.0 ▲ 0.7 ▲ 0.2 0.8 0.4 0.3 ▲ 0.0 0.5 ▲ 0.3 0.8 － －
2020/ 1 ～ 3 ▲ 1.8 ▲ 1.5 ▲ 2.1 ▲ 1.3 ▲ 0.2 ▲ 0.4 ▲ 0.3 0.6 0.4 0.1 0.0 ▲ 0.3 ▲ 1.0 0.7 － －

4 ～ 6 ▲ 9.9 ▲ 6.9 ▲ 7.2 ▲ 5.9 ▲ 0.2 ▲ 1.1 0.0 0.3 0.2 0.1 ▲ 0.0 ▲ 3.0 ▲ 4.1 1.1 － －
7 ～ 9 ▲ 5.7 ▲ 5.5 ▲ 6.0 ▲ 3.8 ▲ 0.4 ▲ 1.7 ▲ 0.2 0.4 0.3 0.2 0.0 ▲ 0.2 ▲ 3.0 2.7 － －

（注１）民間在庫、公的在庫、外需の前期比、前年同期比はそれぞれ前期差、前年同期差。
（注２）実績値は、基礎統計の追加、季節調整のかけ直しなどの要因により、内閣府公表の数値とは異なっている可能性もある。
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